
 

株式会社 サンアンドホープ 

Ⅰ 法人の概要（令和 7 年 4 月 1 日現在） 

1 所 在 地    北九州市門司区大字猿喰 1157 番地の 2 

2 設 立 年 月 日    平成 9 年 6 月 5 日 

3 代 表 者    代表取締役社長 中武 英一 

4 資 本 金    270,000 千円 

5 北九州市の出資金    12,000 千円（出資の割合 4.4％） 

6 役 職 員 数 

 
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  7 人 0 人 0 人  7 人 

 
常 勤  3 人 0 人 0 人  3 人 

非常勤  4 人 0 人 0 人  4 人 

職 員 54 人 0 人 0 人 54 人 

  

Ⅱ 令和 6年度（29期）事業実績 

(1) 事業の経過及び成果 

高コストの原料や市場全体の価格競争および春先の長雨や猛暑の影響から、売上及び利益面とも

に厳しい経営環境が続き、新商品の導入や営業活動の強化を図ったものの、当該事業年度における営

業成績は売上高 1,771,236千円、経常利益 2,324 千円、当期純利益 508 千円となった。 

(2) 設備投資の状況 

    該当する事項はなし。 

(3) 資金調達の状況 

    該当する事項はなし。 

(4) 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況 

    該当する事項はなし。 

(5) 他の会社の事業譲受の状況 

    該当する事項はなし。 

(6) 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の継承の状況 

該当する事項はなし。 

(7) 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得の状況 

    該当する事項はなし。 

 (8) 対処すべき課題 

    個人消費は堅調であるものの、商品の値上げの影響によりホームセンターの販売状況が今後どの

ように推移するか、また、原料価格および商品価格の変動などの課題は多々あるものの、今後の状況

を十分に注視するとともに、併せて一般農家向け肥料の製造販売を拡大し、これらの課題に迅速に対

応していく。 

    また、このような状況を鑑み、社内営業体制の強化、新商品開発およびブランド力強化に取組み、

企業理念である障害者雇用の拡大を図ると共に、安全で環境に配慮した製品の安定供給を継続的に

行うことが重要な課題である。 

 



 

(9) 財産及び損益の状況の推移 

区 分 
第27期 

（令和4年12月期） 

第28期 

（令和5年12月期） 

第29期 

（令和6年12月期） 

売 上 高      （千円）  2,079,386 1,869,616 1,771,236 

経 常 利 益    （千円）  50,504 11,728 2,324 

当 期 純 利 益 （千円）  34,525 6,858 508 

１株当たり当期純利益  （円）  6,393.63 1,270.11 94.18 

総 資 産     （千円）  1,480,539 1,444,393 1,371,136 

純 資 産     （千円）  606,030 612,888 613,397 

(10) 重要な親会社および子会社の状況 

   ① 重要な親会社の状況 

     当社の親会社は株式会社 welzo で、同社は当社の株式を 81.85％（4,420 株）保有している。当 

社は親会社より肥料の生産を委託され、これを納入している。 

   ② 重要な子会社の状況 

     該当する事項はなし。 

   ③ その他 

     該当する事項はなし。 

(11) 主要な事業内容（令和6年12月31日現在） 

事 業 内 容 主 要 製 品 

製造・加工・販売 

入出荷・配送業務 
家庭園芸用肥料用土、園芸用資材、専業農家用肥料用土、家畜・養魚用飼料 

販売 

輸出入 

肥料及び飼料（製造）、農薬、農器具、花卉、種子、球根、苗木、生花及び造

花、園芸用品、工業薬品、薪炭、キャンプ用品、ペット用品、ペットフード（製

造） 

(12) 主要な事業所（令和 6 年 12 月 31 日現在） 

    本社・工場        北九州市門司区大字猿喰 1157 番地の 2 

    関西工場         兵庫県加西市鶉野町 1262 番地の 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ 令和 6年度決算 

1 賃 借 対 照 表                                        令和 6 年 12 月 31 日現在（単位：円） 

科 目 金 額 科 目 金 額 

（ 資 産 の 部 ） 

流 動 資 産 

現 金 及 び 預 金 

受 取 手 形 

売 掛 金 

商 品 

製 品 

原 材 料 

立 替 金 

前 払 金 

未 収 還 付 法 人 税 等 

仮 払 金 

未 収 入 金 

固 定 資 産 

有 形 固 定 資 産 

建 物 

建 物 付 属 設 備 

構 築 物 

機 械 及 び 装 置 

工 具 器 具 備 品 

無形固定資産 

電 話 加 入 権 

 投資その他の資産 

出 資 金 

敷 金 ・ 保 証 金 

長期繰延税金資産 

長 期 前 払 費 用 

 

1,180,144,074 

182,671,736 

120,455,809 

363,388,844 

44,091,732 

238,601,843 

228,880,057 

11,760 

1,104,793 

569,000 

171,000 

197,500 

190,992,425 

177,054,611 

144,011,026 

8,401,362 

3,159,083 

20,909,400 

573,740 

17,600 

17,600 

13,920,214 

10,000 

1,909,500 

6,777,575 

5,223,139 

 

 

 

（ 負 債 の 部 ） 

流 動 負 債 

支 払 手 形 

買 掛 金 

短 期 借 入 金 

未 払 金 

未 払 消 費 税 等 

預 り 金 

未 払 法 人 税 等 

固 定 負 債 

長 期 借 入 金 

退 職 給 付 引 当 金 

役員退職慰労引当金 

 

 

723,548,028 

89,595,581 

305,780,160 

275,436,000 

34,126,419 

12,289,800 

4,286,268 

2,033,800 

34,191,000 

5,837,000 

18,900,000 

9,454,000 

負 債 合 計 757,739,028 

（純資産の部） 

株 主 資 本 

 資 本 金 

利 益 剰 余 金 

 繰 越 利 益 剰 余 金 

 

613,397,471 

270,000,000 

343,397,471  

343,397,471  

 

 

 

 

純 資 産 合 計 613,397,471 

資 産 合 計 1,371,136,499 負債及び純資産合計 1,371,136,499 

 

 

 

 



 

2 損 益 計 算 書 

 自 令和 6 年 1 月 1 日 

 至 令和 6 年 12 月 31 日（単位：円） 

科     目 金     額 

売上高     1,771,236,275 

売上原価     1,493,275,473  

期首商品棚卸高   37,448,187  

期首製品棚卸高   194,798,750  

仕入高    710,363,524  

当期製品製造原価   833,358,587  

合計    1,775,969,048  

期末商品棚卸高   44,091,732  

期末製品棚卸高   238,601,843  

売上総利益    277,960,802 

販売費及び一般管理費  277,413,825 

営業利益 

営業外収益 
  

 546,977 

4,163,041 

受取利息 701  

貸倒引当金戻入 483,449  

雑収入 

営業外費用 

支払利息割引料 

雑損失 

経常利益 

特別利益 

特別損失 

税引前当期純利益 

法人税、住民税及び事業税 

法人税等調整額 

当期純利益 

  

3,678,891  

 

2,286,406 

98,823 

2,385,229 

 2,324,789 

 

2,324,789 

2,162,904 

▲346,737 

 508,622 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅳ 令和 7年度事業計画 

 個人消費は堅調であるものの、商品の値上げの影響によりホームセンターの販売状況が今後どのように

推移するか、また、原料価格および商品価格の変動などの課題は多々あるものの、今後の状況を十分に注

視するとともに、併せて一般農家向け肥料の製造販売を拡大し、これらの課題に迅速に対応していく。 

 また、このような状況を鑑み、社内営業体制の強化、新商品開発およびブランド力強化に取組み、企業

理念である障害者雇用の拡大を図ると共に、安全で環境に配慮した製品の安定供給を継続的に行うことが

重要な課題である。 

 

Ⅴ 令和 7年度予算   

自 令和 7 年 1 月 1 日 

至 令和 7 年 12 月 31 日（単位：千円） 

科 目 予算額 

売上高  2,200,777 

売上原価 1,850,699  

売上総利益  350,078 

販売費及び一般管理費 305,454  

営業利益  44,624 

営業外利益  1,474 

営業外費用 2,747  

経常利益  43,351 

 

Ⅵ 役 員 名 簿 

令和 7 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代 表 取 締 役 中 武  英 一 株式会社サンアンドホープ代表取締役社長 

取 締 役 金 尾  佳 文 株式会社 welzo 代表取締役社長 

〃 徳 永  祐 治 株式会社 welzo 常務取締役 

〃 大 山  康 彦 株式会社サンアンドホープ製造本部長 

〃 大 曲  昭 恵 福岡県副知事 

〃 大 庭  千 賀 子 北九州市副市長 

〃 岸 田  敏 和 株式会社サンアンドホープ管理部長 

 


